
そうてんぷん

に取付けた金Ilïに通し ， これに電線を接続したロープ'を後械力

または人力て号 |凝って I 'ft1線を腕金に架線する。適当の弛}立に

緊線し終ると これをがい子に取付ける。

11 故 障 雷管 ・雪岱 ・鳥獣・樹木 ・凧等の外物の接触 ・ が

い子の劣化等がおもな原因である。これ らの故障に対しては

架空地線 ・ 主II設地総・がし、子の招弧角 ・ 広l'性点接地 ・ 消弧 リア

ク トノレ・保護継'il1総 ・ 波宮総等で保護して，なるべく 然停電の

完全な運転を図っている。

12 コロナ (corona) 空気の絶縁耐力には限度があって， 交

流では 21 KV/cm の釧合をこえて電圧が加わると絶縁が部分破

i裂し始める。このように忽気の絶縁が破れると ， 低い音や簿い

光を出す現象をコ ロナという。雨天の日送電線の下ではコ ロナ

の音を聞くが，コロナは電力視失やその他いろいろの陣容を起

すので，なるべく太い宿線を用いて防止 しなければならない。

13 誘導陣容送電線路のように商いm庄は付近のものに誘

導電圧を生ずる。ことに通信線にははなはだしいので， その距

離を適当に離すよう 電気工作物規程に規定してある。

14 国鉄五II営と送電線路 国鉄の信波川送電線路は千手およ

び小千谷発電所の電力約 16 万 KW，東京電力会社よりの託送電

力約 7 万KW， 合計 23 万 KW の電力を約 190km の距離にある

武蔵境 と， これから 25 km 隊れた新鶴見の受電所まで伝送して

いる。新鶴見では託送電力を会社に分割送怪し， 武政境とと もに

66 および 22KV に降圧 して東京近傍の変電所に送電している 。

こ のうち市街地の

送電線路は 66 お

よび 22KVの地中

ケ ープノレをイ吏用し

ている。このほか

に地方の電化区間

の変電所または工

後部等で貿電用の

送電線路がある。

(佐々木実幸)

送電線路亘(こう)長(昭和13 1 年度末)

公称 m 圧 架亙空長送電(m線)路 地中送電線路
亙長 m) 

140 233,764 
70 126,560 
60 554 ,290 43,603 
40 63 
30 27 ,521 1.634 
20 74 ,636 240,313 
10 001 89.115 
3 540 57 

そうてんぷんくちょう 送電分区長 沼力区 ・ 給rlì区におか

れる職で，区長の指仰をう けて，担当区域内における送宿線設

備の保守および施工の作業青| 闘をたて， 11iカヱ手長 ・電力工手

を指導して，これらの作業の遂行にあたるものである。

このような職務を遂行するために， 送fl1分 l豆長は常に担当区

域内の送電線路および付梢設備を巡視 し， 所属員を怪励して保

守の万全を則jするとともに， 工事施行にあた っては，あらかじ

め工事の工程，方法等必援な ~]l:項を指示して ， 工事の門滑な遂

行を均jさねばならない。 電路の開閉にあたっては， 関係箇所と

十分打合せを行っ た上， これを行わなければならない。また毎

日担当業務の一般状況を許制lに区長に報告しなければならない。

(加藤誠次郎)

そうぶせん 総武線 総武本線のほか房総東線， 房総凶総，木

l京線， 成回線，久留盟総および東金線の 6 つの支線の総称。線

名は下総(しもふさ)国と 武j政 (むさし) 国との各 1 文字をとった。

(襟悌寿)

，，/ そうぶほんせん 総武本線 中央本線御茶ノ水駅から千刺，

j成東駅を経て銚子駅に至る 120.0 km の線。ほかに 1[\ 戸 ・ 小名

木川間 2.1km，新小岩 ・ 金 I IIJ間 7.1km，銚子 ・ 新生間 0.8 km の

貨物支線を含み総'辺業キ ロ 130.0km。線路~才級は御茶ノ7.K ・ 千

葉間甲線， 千~ ・ 銚子市l乙線である。

明治 27 ・ 12 綿糸川(旧本所) ・ 佐倉間， I!fj治 30 ・ 6 佐倉 ・ 銚子間，

明治 37 . 4 両国(旧両国総) ・ 錦糸町間と総武鉄道株式会社によ

って開通されたが， 明治 40 ・ 9 鉄道固有法によ っ て国鉄に移管

され， 両国・銚子作11を総武本線と呼ぶこととな っ た。そののち

昭和 7 ・7 御茶ノ 水 ・ 両国間の高架線の聞週に伴なって起点が両

国から御茶ノ水に移された。

また1[\戸 ・ 小名木川聞は昭和 4・ 3 ， 銚子 ・ 新生間は明治 33 ・ 3

7k陸迎絡貨物愉送のため建設された。

現在における旅客列車は，御茶ノ水・千~聞は電車で，銚子

に至る列車は千~駅始発・終着を原則としており ， また貨物列

車は両国までとな っ ている。(森悌寿)

そうやせん 宗谷線 宗谷本線，北見線，天J京線および興浜北

線の 4 線の総称。 線名は経過地が宗谷支庁管内にあるので名付

けた。(森悌持)

そうやほんせん 宗谷本線 函館本線旭川 |駅から 宗谷海峡に

閉する稚内に至る 269.4km の線。線路等級は乙線である。

この線は旭川方から I1閥次建設され，明治 31 ・ 8 氷山まで，同年

11 月開留まで，同 32 ・ 11 和寒まで， 同 33 ・ 8 士別まで ， 同 36 ・ 9

名寄まで， 同 44 ・ 11 恩根内ま で， 大正 1 ・ 11 音威子府まで開通

した。

音威子府 ・ 紘内問は ， 11百草f1 5 ・ 3 までは現在の北見線を経由す

るノレート をもって宗谷線とし，大正 11 ・ 11 現北見線鬼志別・南

稚内間開通を没後とし旭川 ・ 音威子府 ・ 沢政別・稚内問が宗谷

本線と して開通した。

現在の宗谷木線となっている音威子府 ・ 幌延・稚内(現南稚

内)聞は，はじめ天庖南北線にわかれ，天庖南線は音威子府か

ら工事に若手， 大正 11 ・ 11 天極中川ま で， 大正 12 ・ 11 問寒別ま

で，大正 14 ・ 7 幌延まで開通， 天台長北線は税内(!見南稚内) ・ 兜

沼聞とし， 大正 13 ・ 6 開通，大正 15 ・ 9 幌延 ・ 兜沼間の開通によ

って天境線として， 音威子府 ・幌延・稚内が全通したものであ

るが，のち昭和1 5 ・ 4 この天底線の区間を宗谷本線に編入し，従来

宗谷本線であ った音威子府 ・ 浜頓別 ・ 稚内聞は北見線となった。

南稚内(当時の稚内) ・ 稚内(当時の稚内港)間は，べつに稚泊

航路の連絡を図るため昭和 3 ・ 12 開業した。

宗谷本線はかつては稚内 ・ 大泊港間連絡航路と 接続し，様太

との延長総鉄道として著名であったが， 現在においては到底往時

の雄況には及ばない。(森悌持)

そえだせん 添回線 鹿児島本線東小倉駅から南下して添田駅

に至る 39.4 km の線。鹿児島線に民し線路等，級は丙線である。

大正 4 ・ 4 J五小倉と添回を結ぶ鉄道として小倉欽道株式会社に

よって開通したが， IIH和 18 ・ 4 政府に買収され添;回線と呼ぶこと

とな っ た。(森涛悌)

そくせん側線 (英) siding (独) Nebengleis ; (仏) voie 

la t�rale; voie se叩ndaire 本線以外のすべての線路を側線と

いう。停車場内では客車や貨車の取扱， その他列車の運転 ・車

両の入換のため， 種々の作業が行われるが，その作業を行うた

めにはいろいろの {lllJ線が必要である。この桝内にある fJIIJ線を構

内側線といい，十.jl't外にあ っ て，本線から分岐している工場専用

線，砂利総のような fllU線を構外側線 という。構内側線は使用

の目 的・ 区分によりっき.のような名称をつけている。

1 貨車関係取扱上

(1) 押上線・転走線

ハンプ操車場では，

到着した貨物列lliを入

換機関車により，ハン

プと称ーする小高い丘に

推進で拘l上げ，前頭が

ハンプの頂上に達した 写真-l. jql 上線




